
 

第２７回昭和新山国際雪合戦 渡島檜山予選会 

 2015 SETANA-CUP 雪合戦大会 開催要項 
 

１.趣  旨 
雪国の自然条件を活かしたスポーツ「雪合戦」を渡島・檜山地域のスポーツ活動の場とし、この雪合戦を

通して冬期間の余暇活動を助長し、活力ある地域づくりの推進及び地域間交流の促進を図り、更には地域振

興に寄与し北国に根差したスポーツの普及を目的とする。 

 

２.主  催  せたなＣＵＰ雪合戦大会実行委員会 

３.主  管  北海道雪合戦連盟渡島檜山支部（北檜山雪合戦協会） 

４.協  力  北海道雪合戦連盟、昭和新山国際雪合戦実行委員会 

５．開催日時（荒天決行）  2015 年 2 月 1 日 （日）  

（1）受  付  ８：００～ ８：３０ （2）監督会議  ８：３０～ ８：４５ 

（3）開 会 式  ８：４５～ ９：００ （4）予 選 Ｌ  ９：２０～１２：３０ 

（5）決 勝 Ｔ １３：２０～１５：３０ （6）閉 会 式 １５：４０～１６：００（予定） 

 

６．開催場所   北檜山スポーツ公園テニスコート（久遠郡せたな町北檜山区北檜山） 
 

７．競技種目、ルール 
  ○競技種目は雪合戦とし、本大会のルールは『日本雪合戦連盟競技規則』とする。 

 

８．競技方法 
 １）予選リーグ及び決勝トーナメント方式とする。 

 ２）予選リーグの勝率が同じ場合の順位決定は、取得セット率の高いチームを順位とする。 

なお、同率の場合は、ポイント数による。 

 ３）予選リーグ、決勝トーナメントともに３セットマッチとする。 

 ４）雪球は、試合開始前に、各チームが指定の場所で雪球製造機により製作する。 

 

９．チーム編成 
１）次のとおりチーム編成を行う。なお、監督は選手を兼ねることができる。 

一 般の部 
（男女混成可） 

監督 選手 補欠 計 性別 

１名 ７名 ２名 １０名 制限なし 

 

小学生の部 監督 選手 補欠 計 性別 

１名 ７名 ２名 １０名 制限なし 

 

１０．表彰、参加賞 （※協賛各社のご厚意により、たくさんの賞品をご用意しております） 
１）各部四位までのチームを入賞とし、賞状及び賞品を授与する。 

２）参加者全員に参加賞を授与する。（各チーム登録選手全員に温泉ホテルきたひやま入浴券、清涼飲料水など） 

 

１１．参加資格、募集チーム数 
 １）参加資格 

○ 一○般の部 ： 渡島・檜山支庁管内の住民（高校生以上）とする。 

○ 小学生の部 ； 道内小学校へ在校の小学生とする。 

 ２）募集チーム数  一般の部  １６チーム  小学生の部 ８チーム 

   ※応募チーム数に達した時点で応募を締め切らせて頂きますのでご了承願います。 

 

１２．参 加 料 

●一 般の部 １チーム 参加料「 １０，０００ 円 」 

 ●小学生の部 １チーム 参加料「  １，０００ 円 」 
※参加料は、期日までに下記指定口座へお納め願います。入金を持ちましてエントリーとなります。 



 

 

 

 

 

 

 
１３．問い合わせ、参加申込先及び申込期間 
 ○別紙、申込書に記入の上、下記申込先へ郵送及びＦＡＸにて申込してください。 

 ○せたな町のＨＰからも、開催要項・参加申込書をダウンロードできます。 

１）申 込 先 

 〒０４９－４５９２ 北海道久遠郡せたな町北檜山区徳島６３番地１ せたな町役場内 

せたなＣＵＰ雪合戦大会実行委員会事務局 三浦・長内・稲船まで 
TEL０１３７-８４-５１１１   FAX０１３７-８４-６８３３ 

 

２）申込期間  平成２７年１月１３日(火)～平成２７年１月２７日(火) まで 

 

１４．組み合わせ 
１）組み合わせは、前回大会等の実績を考慮し主催者（実行委員会）が抽選します。 

なお、同一職場・地域のチームが同じリーグに入らないよう、抽選方法を調整して行うこととします。 

※抽選結果は、大会当日受付時に全チームに配布します。事前問い合わせには一切対応いたしません。 

※円滑な大会運営を図るため、審判等運営業務の協力をお願いいたします。（１チームあたり ２名以上） 

 

１５．昭和新山国際雪合戦大会の出場権 
  本大会の一般の部上位４チームは、平成２７年２月 2８日～3 月１日開催される昭和新山国際雪合戦大

会への出場権が与えられ参加頂くこととなります。但し、出場を棄権した場合次点チームに出場権。 

 

 

１６．そ の 他 
 １）大会開催中に発生した事故の応急措置は、主催者で行うが以降の責任は負わない。 

 ２）交通費・宿泊費については、主催者は負担いたしません。※宿泊の際は別途お問い合わせ願います。 

 ３）参加チームは、日本雪合戦連盟競技規則によるチームフラッグを持参すること。 

   フラッグは、ポールに取付けられるように布にヒモを２箇所付けて作成すること。 

○チームフラッグの規格  縦５０ｃｍ（固定）×横７０ｃｍ（固定）※検査あり 

４）競技者の靴について 

靴底が、金属・セラミック・硬質プラスチック素材の靴及び安全靴の使用禁止。（検査あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆金融機関等 渡島信用金庫 新せたな支店 

☆種別／番号 普通 １０１８８４６ 

☆口 座 名 雪合戦大会実行委員会 会計 中飯崇斗 

（ﾕｷｶﾞｯｾﾝﾀｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ ｶｲｹｲ ﾅｶｲ ｼｭｳﾄ） 

振 

込 

先 



 

大会参加にあたって（重要） 
－大会参加チームへのご案内－ 

 

SETANA-ＣＵＰ雪合戦大会 

参加チーム各位 

せたなＣＵＰ雪合戦大会実行委員会  

 

当大会では、基本的な競技規則のほか、以下の点にもご注意ください。 

 

【 主な改正事項 】 

○相手コートに 4人目の競技者が入った場合の判定 

センターラインを越え、4人目の競技者が相手コートに入ったと判定されるのは、「いずれか

の足が完全に相手コートに入った場合」 

○アウト競技者がフラッグを抜いてしまった場合の対応 

アウト競技者がフラッグを抜いた場合、コート内にいる競技者は、フラッグを元どおりに立て

てから再度抜かないとフラッグを抜いたとは認められない。 

なお、フラッグを抜いてしまったアウト競技者は、コートから出る前にフラッグを戻してから

でることができる。また、フラッグがコート外にでたときは、フラッグはそのセット終了まで

立て直すことはできない。 

○審判員の人数 

審判員の人数は、「主審１名、副審５名以上」。 

○フライングの対象範囲 

フライングの対象範囲が、「主審が両手を広げたときから、開始の合図の間に競技者が動作を

開始した場合」と明確化されました。 

○競技中断の場合の競技者の動き 

競技が中断されたとき、競技者は雪球を持ったまま、「その場に留まる」ことが明記されまし

た 

○シャトーの長さの縮小 ※H22.12.1以降の大会から適用 

シャトー（１番後方のシェルター）の長さが 180cmから 90cmに変更 

 

また、本大会で使用できるヘルメットは、原則的にアシックス社製雪合戦用ヘルメット（日本雪合戦連盟公

認）のみとされています。前記と違うマイヘルメットを使用されているチームは、実行委員会で各コートに

備え付けているヘルメットをご使用ください。 

ただし、やむを得ない事情がある選手（※１）に限り例外を認める場合がありますので、該当すると思われ

る選手は、事前に実行委員会までご連絡ください。 

※１：ケガ等により顔面全体を防御しなければならない、等 


